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１．調査地点と地点別通行量図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．調査結果と概要報告 

 ◆ 雨によって市内主要地点で減少した通行量（前

年に比して 14.1%減少）  

   市内主要９地点の通行量は、延べ79,813人で、

前回調査時（平成 20 年）の 92,877 人に比して

14.1%の減少となった。要因は、台風接近に伴う

荒天によるものであり、調査日であった２日間と

も朝から激しい雨となり、夕刻近くには上がった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ものの、２日目の月曜日には、燈花会も中止され

るなど、人出に大きな影響を与えた。 

また、昨年から調査地点に加えた４地点を合計し

た市内の通行量総計は、96,326 人で、前回の

110,322 人に対して▼12.7%減となった。これ
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奈良市中心市街地の通行量調査が、今年は雨天の中８月９日（日）・10 日（月）の両日に

１３地点において、奈良市中心市街地活性化研究会の協力のもとに実施されました。その中

間報告がまとまりましたので報告いたします。 

 なお、正式な報告は報告書がまとまった段階でさせていただきます。 

また、お問い合わせ等は、中心市街地活性化協議会事務局までご連絡下さい。 
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図表21  奈良市中心市街地 地点別通行量図

　

花芝 2,463人

東向北 4,226人

小西通り 14,130人
東向 16,587人

采女神社前 7,703人

橋本商親会 11,016人

もちいどの 8,465人

下御門 4,062人

脇戸町 2,363
中院町 2,306人

観光センター前 8,981人

旧ダイエー前 9,883人
ホテル日航前
　　4,141人

平成 21 年 奈良市中心市街地地点別通行量図 〔日曜日〕 
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によって平成 19 年から上昇傾向であった通行量

増はストップがかかったといえるが、雨天という

悪条件の結果でもあり次年度以降の調査結果を待

ちたいところである。 

 

◆ 市内最大の通行量地点は東向商店街で 

昭和 52 年から変わらず中心 

奈良市中心市街地内の１３地点の計測地点別で

は、第１位「東向商店街」16,587 人、第２位「小

西通り商店街」14,130 人、第３位「橋本商親会」

11,016 人であり、以下「三条ショッピングモー

ル旧ダイエー前」9,883 人、「三条ショッピング

モール観光センター前」8,981 人、「もちいどの

センター街」8,465 人となり、この順位は、昨年

と全く変わらず、また、第１位の東向商店街は、

調査開始時の昭和 52 年から一貫して第１位の座

にあることから、奈良市の中心市街地の商業地形

成は殆ど変化がなく推移していると判断される。 

 

◆ 中心部から周縁部まで幅広く広がる 

面的拡大が続いている 

   このように東向商店街、小西通り商店街が中核

をなす市内中心商業地域であるが、詳細に見ると

わずかながら変化が起こっている。９地点の集中

度を見ると、東向商店街 20.8%（平成 10 年

20.2%）、小西通り商店街 17.7%（同 13.4%）、

橋本商親会 13.8%（同 14.5%）と大きな変化は

ないが、周縁部の下御門商店街 5.1%（同 2.9%）、

もちいどのセンター街 10.6%（同 9.9%）など増

加している。また、東向北町商店街や花芝商店街

なども増加している。 

   つまり、全体的に市内の商業地域は面的に緩や

かに拡大をしているということであり、商業地域

としては好ましい傾向が続いているとみられる。 

 

 ◆ ならまちの活性化とともにもちいどのセンタ

ー街、下御門商店街の賑わい化が進んでいる 

  数年前から注目された中心市街地の南側に広が

るもちいどのセンター街、下御門商店街は雨の影

響を最も受ける環境化にありながら、大幅な減少

は見られず、変わらず通行量の増加が続いている

ものと思われる。 

   この背景は、ならまちの賑わい化であり、なら

まちへの経路にあたる両商店街の通行量増に結び

ついている。 

しかしながら、昨年から始めたならまちの調査

では、調査２地点では、いずれも 2,300 人レベ

ルであり、まだまだ低い水準にあり今後の動向が

注目される。 

ただ、ならまちの賑わい化とは別に、もちいど

のセンター街のチャレンジショップの開設やこれ

らを契機としての商店街のテナントリーシングの

活発化など商店街の活力化、活性化の要因もある

など地域の賑わい化が推進されている結果として

も注目される。 

    

 ◆ 燈花会にリードされる市内通行量 

   このように健闘する奈良市内の通行量であるが、

商業地域の活性化がそれらの要因とは片づけられ

ない。今回の調査でも時間帯別調査結果にそのこ

とが良く表れている。 

 昨年より大幅に減少した時間帯を見ると午後５

～６時台が圧倒的に多くを占めている。 

   つまり、通行量減少の多くは夕刻から始まる燈

花会の鑑賞客であり、雨によってその動員が大き

く減少したことによる通行量減であったというこ

と。   

燈花会がなければ、どうだったかを考えると、

このような集客イベントを契機として商業地域

として魅力あるまちづくりへの挑戦が期待される。 
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◆ 今年度から平日調査が再開、 

商店街の性格や市街地の課題がより明確に  

   今年から６年ぶりに平日調査が復活した。平成

16 年から中断されていた平日調査が再び実施さ

れたことは商業地の変動を見る意味でも極めて意

義は大きい。今回の調査によって改めて、日曜型

街区の特色などが明らかになるとともに、東向北

町商店街や花芝商店街の文教・業務地域の特徴な

どが明らかになった。 

   また、過去の調査時と比較して平日通行量の減

少も予測され、中心市街地内の昼間人口の減少な

ど業務機能の空洞化なども懸念されることとなっ

た。いずれにしても雨天の問題や６年ぶりの調査

など不確定な要素も多いため、次年度以降の調査

結果を待ちたい。 
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図表7
図表１   平成 21 年 地点別曜日別通行量  （単位：人）

図表２　　　地点別年度別通行量の推移（日曜日・平日別）

実数 指数 実数 指数 実数 指数 実数 指数 実数 指数 実数 指数 実数 指数

花芝商店街　 日 3,351 100 2,795 83.4 2,622 78.2 - - 2,893 86.3 2,255 67.3 2,463 73.5

（プラザ花芝前） 月 3,929 100 3,289 83.7 3,384 86.1 2,454 62.5

東向北商店街 日 7,018 100 5,486 78.2 4,467 63.7 3,479 49.6 4,926 70.2 4,477 63.8 4,226 60.2

（旧川井薬局前） 月 7,382 100 6,832 92.5 6,131 83.1 4,256 57.7

東向商店街 日 22,536 100 23,298 103.4 18,451 81.9 18,009 79.9 17,513 77.7 20,264 89.9 16,587 73.6

（経済会館前） 月 17,270 100 18,271 105.8 14,519 84.1 12,638 73.2

小西通商店街 日 20,990 100 18,233 86.9 12,256 58.4 14,363 68.4 14,269 68.0 15,309 72.9 14,130 67.3

（ＵＦＪ銀行前） 月 20,402 100 20,718 101.5 15,109 74.1 14,339 70.3

橋本商振会 日 14,671 100 18,633 127.0 13,247 90.3 12,533 85.4 11,882 81.0 13,664 93.1 11,016 75.1

（南都銀行南口前） 月 11,378 100 12,820 112.7 9,782 86.0 7,652 67.3

もちいどのセンター街 日 14,308 100 12,969 90.6 9,061 63.3 7,383 51.6 8,394 58.7 9,810 68.6 8,465 59.2

（ﾏｰﾁｬﾝﾄｼｰﾄﾞｾﾝﾀｰ前）月 9,517 100 9,182 96.5 7,554 79.4 5,715 60.1

下御門商店街 日 3,043 100 3,246 106.7 2,645 86.9 3,420 112.4 3,881 127.5 4,787 157.3 4,062 133.5

（光学堂前） 月 2,665 100 2,371 89.0 2,216 83.2 2,586 97.0

三条ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ 日 21,856 100 18,125 82.9 17,158 78.5 9,618 44.0 10,160 46.5 11,408 52.2 9,883 45.2

（旧ダイエー前） 月 17,311 100 17,156 99.1 16,349 94.4 7,117 41.1

三条ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ 日 10,951 100 13,778 125.8 11,324 103.4 9,751 89.0 9,659 88.2 10,903 99.6 8,981 82.0

（観光センター前） 月 9,672 100 13,048 134.9 9,796 101.3 6,610 68.3

三条ＪＲ奈良駅西 日 4,566 4,141

（ホテル日航前） 月 3,195

三条通猿沢池西 日 8,027 7,703

（采女神社前） 月 4,315

ならまち脇戸町 日 2,830 2,363

（中西菓子舗店前） 月 未計測

ならまち中院町 日 2,022 2,306

（地域活性局西側） 月 877

日 118,724 116,563 91,231 78,556 83,577 110,322 96,326

月 99,526 103,687 84,840 71,754
合　計

昭５２年 平 ３年 平１０年 平１８年 平１９年 平２０年 平２１年
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 ９月 28 日（月）～29 日（火）の２日間に亘り、

奈良市中心市街地活性化研究会が実施した長崎さる

く・させぼ四ヶ町商店街への視察研修に、商工会議所

小売部会と共に事務局員２名が参加しました。 

 ふだん聞きなれない「さるく」とは、「まちをぶらぶ

ら歩く」という長崎の方言で、長崎市では平成 18 年

に日本で始めてのまち歩き博覧会として「長崎さるく

博‘06」が開催されました。 

 「まち全体がパビリオン」・「全てのイベントを市民

が企画・実施」・「イベントの大半は翌年以降も継続さ

れることを前提に実施」、一過性の博覧会にとどまらず

平成 19 年度以降も、まち歩き観光「長崎さるく」と

して継続されています。 

今年は、開港 150 周年を迎え幕末期にスポットを

あてた「長崎さるく幕末編」を開催、まち歩きや、幕

末・明治期に建てられた洋館でのパネル展などにより、

その魅力をアピールされておられました。 

その後、（社）長崎国際観光コンベンション協会の長

崎通さるくコース「懐かしの街並み～中通り界隈～」

をガイドさんの説明を聞きながら歩き、町屋造りの古

い民家や大正時代の洋館、また老舗の専門店などがあ

り楽しいコースでした。           

翌日 29 日は、長崎市からバスで約１時間半離れて

いる佐世保市へ訪問しました。 

佐世保市は平成 14 年に市制百周年を迎えられ戦前

は日本海軍の軍港として、戦後は造船や炭鉱を中心に

発展し、現在は造船等の製造業とともに県北地域の商

業・サービス業の中心となっています。 

 

 

 

 

 佐世保市の市街地は、山と海に囲まれた天然のコン

パクトシティを形成。 

こ の シ ル バ ー ウ ィ ー ク に は 高 速 道 路 で の

ETC1,000 円を利用して多くの観光客が佐世保バー

ガーを食べに来られたそうです。 

 今回の視察研修の最後に、日本一元気な商店街と言

われている「させぼ四ヶ町商店街協同組合」の竹本理

事長より活性化への取り組みについて説明をいただき

ました。 

 「人が集まるところに人は来る」それにはイベント・

お祭りということから平成８年から始められた「きら

きらフェスティバル」や平成 11 年から始まった

「YOSAKOI させぼ祭り」を開催。いずれも全国的な

来客イベントに成長。 

 竹本理事長は、イベントが目的でなく街を元気にす

ることが目的で、人をつないで行くことが大事である

と。 

 街の自慢をどれだけ言えるか、ひとりでも増やせば

街は元気になると。 

 今回の竹本理事長の積極的な取り組みを始め、長崎

さるくなど、これからの奈良市中心市街地活性化に結

びつけて行ければと感じました。 


